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▲
旦
重
塔
初
層
内
部
の
建
築
部
材
に
は
床
を
除
い
て
、
す
べ
て
に
彩
色
が
施
さ

れ
て
い
た
。
心
柱
覆
板
、
四
天
柱
や
側
廻
り
連
子
窓
裏
板
、
腰
羽
目
板
に
つ
い

て
は
、
「
両
界
畳
奈
羅
」
と
　
「
真
言
八
祖
像
」
が
描
か
れ
て
お
り
、
絵
画
と
し

て
す
で
に
報
告
済
み
で
あ
る
。
文
様
彩
色
と
し
て
は
、
側
柱
、
頭
貫
　
（
両
側

面
お
よ
び
下
面
）
、
内
法
長
押
（
側
面
お
よ
び
下
面
）
、
側
柱
上
台
輪
　
（
側
面
お

よ
び
下
面
）
、
四
天
柱
上
台
輪
　
（
両
側
面
お
よ
び
下
面
）
、
繋
台
輪
　
（
両
側
面
お

よ
び
下
面
）
、
ま
た
側
廻
り
の
開
閉
部
で
は
冠
木
長
押
　
（
側
面
お
よ
び
下
面
、

両
端
）
、
楯
（
側
面
お
よ
び
下
面
）
、
万
立
、
幣
軸
　
（
平
坦
部
、
曲
面
部
）
、
連

子
窓
額
縁
に
見
出
さ
れ
、
ま
た
天
井
に
は
、
天
井
板
、
支
輪
板
、
支
輪
、
格
縁
、

辻
飾
に
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。

基
本
的
に
は
白
土
下
地
に
型
紙
を
用
い
て
上
か
ら
押
筋
を
つ
け
て
文
様
を
写

し
、
ベ
ン
ガ
ラ
線
で
F
書
き
し
、
彩
色
を
行
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
文
様
部
分

に
は
現
在
は
白
色
に
見
え
る
が
、
当
初
は
密
陀
僧
の
淡
黄
色
線
で
も
っ
て
輪
郭

線
と
し
て
い
た
。
奈
良
時
代
の
よ
う
に
朱
線
に
よ
る
輪
郭
線
で
は
な
く
、
ま
た

平
等
院
の
よ
う
な
白
線
で
も
な
い
。
現
在
確
認
さ
れ
た
顔
料
と
し
て
は
、
暖
色

系
で
は
赤
と
し
て
、
朱
、
鉛
丹
、
ベ
ン
ガ
ラ
、
ま
た
黄
色
と
し
て
、
密
陀
僧
、

百
　
橋
　
明
　
穂

金
が
あ
る
。
寒
色
系
で
は
、
縁
は
岩
緑
青
、
青
は
黄
土
を
藍
で
染
め
た
代
用
群

青
で
あ
る
。
そ
の
他
白
で
は
卜
地
と
し
て
の
白
土
と
鉛
白
、
黒
は
墨
で
あ
る
。

彩
色
顔
料
を
指
示
し
た
と
思
わ
れ
る
書
き
入
れ
が
天
井
板
か
ら
見
出
さ
れ
た
。

「
丹
」
と
　
「
子
」
　
の
文
字
で
あ
る
。
大
井
板
の
宝
相
華
文
の
赤
色
に
関
す
る
指

示
で
、
花
弁
の
赤
部
分
を
丹
で
彩
色
す
る
も
の
と
、
「
子
」
す
な
わ
ち
紫
土
と

呼
ば
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
、
紫
色
を
呈
す
る
ベ
ン
ガ
ラ
を
用
い
る
こ
と
を
指
示

し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
天
井
板
の
宝
相
華
文
様
の
配
置
か
ら
、

縁
の
花
芯
に
対
し
て
、
丹
を
用
い
た
内
側
の
花
弁
、
お
よ
び
青
色
の
外
側
の
花

弁
の
タ
イ
プ
と
、
青
の
花
芯
に
対
し
て
、
や
や
紫
っ
ぽ
い
ベ
ン
ガ
ラ
を
用
い
た

内
側
の
花
弁
お
よ
び
縁
の
外
側
の
花
弁
が
交
互
に
隣
接
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
判

明
し
た
。
す
な
わ
ち
寒
色
の
青
、
縁
に
対
し
て
、
暖
色
と
し
て
は
朱
、
丹
の
赤

と
紫
土
と
さ
れ
る
ベ
ン
ガ
ラ
の
赤
の
二
種
類
が
対
応
し
て
い
る
。
奈
良
時
代
の

配
色
原
理
で
あ
る
赤
　
（
朱
）
　
と
縁
、
橙
　
（
丹
）
　
と
青
の
組
み
合
わ
せ
と
は
や
や

相
違
し
て
い
る
が
、
青
に
赤
、
縁
に
紫
と
の
組
み
合
わ
せ
は
必
ず
し
も
未
だ
成

立
し
て
い
な
い
。
し
か
し
寛
平
四
年
　
（
八
九
▲
▲
）
　
の
慈
尊
院
如
意
輪
観
音
像
台

座
蓮
弁
の
場
合
に
は
、
紺
と
丹
、
縁
と
紫
の
組
み
合
わ
せ
が
す
で
に
用
い
ら
れ
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て
お
り
、
さ
ら
に
後
の
天
喜
元
年
　
二
〇
五
三
）
　
の
平
等
院
鳳
凰
堂
で
は
い
わ

ゆ
る
　
「
紺
丹
縁
紫
」
　
の
配
色
が
完
成
す
る
。
醍
醐
寺
五
重
塔
の
場
合
で
は
、
彩

色
原
則
で
見
る
限
り
未
だ
過
渡
期
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

醍
醐
寺
塔
内
の
彩
色
文
様
に
は
際
だ
っ
た
形
態
上
の
特
徴
が
あ
る
。
す
な

わ
ち
文
様
の
種
類
が
限
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
文
様
は
、
す
べ
て
植
物
文
で
、

側
柱
の
大
円
唐
草
文
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
宝
相
華
文
と
蓮
華
文
に
限
ら
れ
る
。

ま
ず
宝
相
華
文
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
大
半
の
部
材
は
宝
相
華
文
に
よ
る
装
飾

で
あ
る
が
、
各
部
材
ご
と
に
そ
の
宝
相
華
文
に
は
微
妙
な
形
状
の
相
違
が
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
つ
の
部
材
に
お
い
て
は
統
一
さ
れ
て
お
り
、
す
な
わ
ち
台
輪
に

は
台
輪
の
宝
相
華
文
、
長
押
に
は
長
押
の
宝
相
華
文
、
貫
に
は
貫
の
宝
相
華
文

で
あ
る
。
別
の
部
材
に
用
い
ら
れ
た
異
な
る
文
様
パ
タ
ー
ン
が
混
入
す
る
こ
と

は
な
い
。
た
だ
し
一
つ
の
部
材
の
な
か
で
は
、
東
西
南
北
で
の
微
妙
な
彩
色
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
変
化
を
つ
け
て
い
る
。

こ
の
宝
相
華
文
は
植
物
文
と
し
て
の
蔓
や
蔦
、
茎
の
部
分
が
な
く
、
花
芯
と

花
弁
、
弁
葉
と
が
緊
密
に
纏
ま
り
あ
っ
た
文
様
の
単
位
を
構
成
し
た
、
特
異
な

形
状
で
あ
る
こ
と
を
特
色
と
す
る
。
奈
良
時
代
の
唐
草
文
や
宝
相
華
文
に
見
る

植
物
と
し
て
の
花
や
葉
の
翻
り
や
重
な
り
合
っ
た
自
然
な
表
現
か
ら
、
デ
ザ
イ

ン
的
な
無
機
質
な
植
物
文
様
へ
と
変
化
す
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
さ
ら
に
貫

や
台
輪
、
長
押
な
ど
の
横
材
の
中
央
に
幾
何
学
的
な
条
帯
文
と
珠
文
が
走
り
、

ほ
ぼ
三
段
の
結
綱
、
外
か
ら
内
に
む
か
っ
て
色
が
濃
く
な
る
、
い
わ
ゆ
る
正
緩

綱
で
表
わ
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
見
機
械
的
な
文
様
の
構
成
に
見
え
る
塔
内
彩
色
文
様
も
、
実

は
配
色
と
文
様
配
置
に
か
な
り
の
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
と
に
長
押
や
貫
、

台
輪
な
ど
の
横
材
で
は
宝
相
華
の
配
置
を
下
面
と
側
面
と
で
は
交
互
に
位
置
を

分
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
側
面
で
は
中
央
と
両
端
に
宝
相
華
文
が
、
し
か
も
中

央
に
は
独
立
し
た
宝
相
華
文
を
、
両
端
に
は
半
切
し
た
宝
相
華
文
を
置
き
、
下

面
で
は
側
面
の
宝
相
華
文
の
間
に
独
立
し
た
宝
相
華
文
を
配
置
し
て
、
重
な
り

合
わ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
横
材
の
宝
相
華
文
で
も
、
中
央
に

あ
る
宝
相
華
文
の
花
芯
と
両
端
に
あ
る
宝
相
草
丈
の
花
芯
と
で
は
色
を
逆
に
す

る
。
し
か
も
塔
内
の
す
べ
て
が
こ
の
原
則
で
は
な
く
、
東
西
南
北
の
方
位
に
よ

っ
て
配
色
の
組
合
わ
せ
を
交
替
さ
せ
る
。
幾
何
学
的
に
見
え
る
彩
色
に
も
意
外

な
工
夫
に
よ
っ
て
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
内
法
長
押
側
面
で
は

東
西
が
同
一
の
配
色
に
対
し
、
南
北
が
そ
れ
に
対
応
す
る
。
ま
た
鳥
居
長
押
側

面
で
は
東
北
対
南
西
で
あ
り
、
台
輪
下
面
で
は
東
北
対
南
西
で
あ
る
。

宝
相
華
文
は
基
本
的
に
は
中
心
部
分
に
正
面
向
き
の
蓮
華
文
や
四
弁
花
文
を

置
き
、
そ
の
左
右
に
斜
向
蓮
華
文
や
斜
向
五
弁
花
文
、
横
向
丘
　
（
三
弁
、
七
弁
）

弁
花
文
、
斜
向
多
弁
花
文
が
続
き
、
あ
る
い
は
こ
の
間
に
弁
菓
文
が
挿
入
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
先
端
部
分
の
弁
案
文
な
い
し
は
弁
花
文
に
続

い
て
い
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ほ
と
ん
ど
の
宝
相
華
文
は
ほ
ぼ
こ
の
三
段
構
成

の
文
様
単
位
で
あ
る
。
弁
葉
文
の
葉
は
先
の
丸
く
な
っ
た
も
の
と
、
先
端
が
尖

っ
た
も
の
の
ほ
か
、
先
端
が
反
っ
て
翻
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
先
述
し
た
よ
う

に
こ
の
弁
花
文
と
弁
案
文
の
間
に
は
ま
っ
た
く
蔓
や
蔦
、
茎
が
な
く
、
重
な
り

合
い
に
よ
っ
て
大
き
な
宝
相
華
文
が
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
は
奈
良
時
代
の
唐
草

文
、
宝
相
華
文
と
は
大
き
く
異
な
り
、
ま
た
一
方
で
平
安
時
代
後
期
の
平
等
院

鳳
風
堂
の
も
の
と
も
相
違
す
る
。
唯
一
蔓
に
よ
っ
て
大
き
な
唐
草
を
構
成
し

た
の
が
、
側
柱
の
唐
草
に
よ
る
大
円
団
花
文
で
あ
る
。
斜
向
・
横
向
の
花
文
と

翻
る
葉
を
蔓
で
繋
ぎ
、
し
か
も
弁
案
文
の
先
か
ら
は
巻
ひ
げ
が
延
び
て
い
る
。

こ
れ
は
仁
和
寺
蔵
宝
相
華
迦
陵
頻
伽
蒔
絵
冊
子
箱
　
（
延
喜
一
九
年
〔
九
一
九
〕
）

55



に
も
見
る
文
様
で
、
奈
良
時
代
と
は
一
線
を
画
す
、
平
安
時
代
初
期
に
伝
わ
っ

た
中
唐
期
以
降
の
文
物
の
新
し
い
影
響
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
内
法
長
押

と
鳥
居
長
押
の
卜
面
の
宝
相
華
文
は
こ
れ
ま
で
の
も
の
と
や
や
趣
を
異
に
し
、

中
央
に
今
ま
で
に
な
い
正
面
向
の
四
弁
の
瓜
文
状
の
芯
を
置
き
、
そ
の
円
周
に

薬
を
み
せ
る
斜
向
の
菊
花
文
を
配
し
、
先
端
に
は
斜
向
の
蓮
華
文
を
置
く
。
途

中
に
弁
花
文
や
弁
菓
文
な
ど
は
な
く
、
豪
華
な
花
だ
け
で
構
成
し
、
さ
ら
に
そ

の
花
文
は
畢
か
し
を
用
い
て
彩
色
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
花
芯
の
薬
を
大

き
く
飛
び
出
さ
せ
た
花
文
は
塔
で
は
心
柱
覆
板
北
面
に
描
か
れ
た
胎
蔵
界
中
台

八
葉
院
の
大
鼓
雷
首
如
来
の
左
仁
万
に
見
出
さ
れ
、
さ
ら
に
　
「
両
界
星
茶
羅
」

の
金
剛
界
巾
の
▲
印
会
・
埋
趣
会
の
界
帯
な
ど
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
特
徴
的

な
文
様
で
あ
る
r
U

天
井
部
は
▲
人
井
板
、
格
縁
の
辻
飾
、
ま
た
支
輪
板
な
ど
は
中
心
に
正
面
向
四

弁
花
文
を
置
く
の
を
基
本
と
す
る
。
辻
飴
は
四
弁
花
文
の
み
で
、
天
井
板
で
は

そ
の
川
周
に
横
向
五
弁
花
文
を
置
い
て
、
菱
形
を
形
成
す
る
。
支
輪
板
で
は
花

弁
の
接
合
し
た
五
弁
花
文
を
置
い
て
菱
形
を
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
心
柱
覆
板

額
縁
で
は
こ
の
菱
形
を
半
切
し
た
形
と
全
形
と
を
交
互
に
置
い
て
、
あ
た
か
も

立
涌
文
の
よ
う
に
し
て
い
る
。
連
子
窓
額
縁
で
は
中
心
の
正
面
四
弁
花
文
の
四

周
の
横
向
五
弁
花
文
を
端
渦
五
弁
葉
文
に
換
え
て
い
る
が
、
同
様
に
半
切
形
を

交
互
に
置
い
て
い
る
。

全
体
的
に
見
る
と
、
醍
醐
寺
▲
九
重
塔
内
部
装
飾
文
様
は
基
本
的
に
は
宝
相
華

岡
花
文
を
主
と
し
、
柄
物
文
様
と
し
て
の
蔦
唐
草
や
宝
相
華
唐
草
か
ら
、
文
様

単
位
が
い
く
つ
か
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
整
理
さ
れ
、
意
匠
化
さ
れ
た
優
美
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
蔓
や
蔦
と
い
っ
た
幹
茎
の
ま
っ
た
く
な
い
宝
相
華
団
花
文
が

特
徴
で
、
奈
良
時
代
の
植
物
文
と
し
て
の
唐
草
宝
相
華
文
と
も
、
ま
た
平
安
時

代
後
期
の
平
等
院
の
宝
相
華
文
と
も
異
な
る
。
一
方
で
唯
一
の
蔦
唐
草
文
で
あ

る
側
柱
で
は
、
平
安
時
代
初
期
に
は
じ
ま
る
唐
草
の
先
端
か
ら
巻
ひ
げ
が
延
び

て
お
り
、
時
代
的
特
色
の
あ
る
繊
細
な
文
様
で
あ
る
。
し
か
し
や
や
形
式
化
し

た
文
様
パ
タ
ー
ン
に
変
化
を
与
え
た
の
は
、
む
し
ろ
微
妙
な
彩
色
や
文
様
配
置

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
部
材
の
側
面
と
下
面
で
は
文
様
を
交
互
に
配
置
し
、

ま
た
地
色
と
花
文
の
彩
色
と
を
東
西
南
北
の
位
置
に
よ
っ
て
逆
に
す
る
な
ど
の

工
夫
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
華
や
か
な
豪
華
さ
は
な
い
が
、
優
美
で
繊
細
な
装

飾
的
効
果
が
特
徴
と
い
え
る
。

な
お
天
井
板
に
は
格
縁
が
当
た
っ
て
隠
れ
る
部
分
に
先
述
の
「
丹
」
・
「
子
」

の
よ
う
に
彩
色
を
指
示
し
た
も
の
の
ほ
か
、
筆
な
ら
し
の
絵
や
文
様
、
平
仮
名

や
片
仮
名
に
よ
る
和
歌
の
一
部
な
ど
の
落
書
き
が
あ
り
、
特
に
仮
名
文
字
は
年

代
の
確
定
す
る
資
料
と
し
て
国
語
学
上
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

－56－

註（
1
）
　
高
田
修
編
　
『
醍
醐
寺
五
重
塔
の
壁
画
』
　
昭
和
三
十
四
年
　
吉
川
弘
文
館

有
賀
祥
隆
「
五
重
塔
初
重
壁
画
」
　
（
『
醍
醐
寺
大
観
』
第
二
巻
所
収
）

へ
2
）
　
上
野
ア
キ
　
「
装
飾
文
様
」
　
（
前
掲
　
『
醍
醐
寺
五
重
塔
の
壁
画
』
　
所
収
）
　
昭
和
三
十
四
年

吉
川
弘
文
館

山
崎
一
雄
「
彩
色
顔
料
」
　
（
前
掲
『
醍
醐
寺
五
重
塔
の
壁
画
』
所
収
）

京
都
府
教
育
委
員
会
文
化
財
保
存
課
　
『
国
宝
建
造
物
五
重
塔
修
理
工
事
報
告
書
』
　
昭
和
三

十
五
年

森
政
三
　
「
醍
醐
寺
五
重
塔
建
築
装
飾
彩
色
」
　
（
文
化
財
保
護
委
員
会
編
　
『
醍
醐
寺
五
重
塔

図
譜
』
所
収
）
　
昭
和
三
十
六
年

（
3
）
　
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
の
建
築
装
飾
彩
色
や
装
飾
文
様
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
が
あ



る
。
『
止
倉
院
の
絵
画
』
　
昭
和
四
十
三
年
　
日
本
経
済
新
聞
社

井
上
正
「
金
堂
の
文
様
」
　
三
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
十
二
巻
「
唐
招
提
寺
　
二
所
収
）

昭
和
四
卜
四
年
　
岩
波
書
店

秋
山
光
和
「
八
角
堂
の
装
飾
画
」
　
（
『
栄
山
寺
八
角
堂
』
所
収
）
　
昭
和
二
十
五
年
　
国
立
博

物
館
山
崎
一
雄
「
金
堂
板
絵
及
び
金
堂
諸
仏
の
板
光
背
の
彩
色
」
　
（
『
大
和
古
寺
大
観
』
第
六
巻

「
室
生
寺
」
所
収
）
　
昭
和
五
十
一
年
　
岩
波
書
店

西
川
新
次
「
観
心
寺
如
意
輪
観
音
像
に
つ
い
て
」
　
（
『
美
術
史
』
一
三
号
）
　
昭
和
三
十
▲
年

『
日
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
平
安
時
代
重
要
作
品
篇
　
三
　
昭
和
五
十
二
年
　
中
央

公
論
美
術
出
版

秋
山
光
和
・
柳
澤
孝
「
慈
尊
院
弥
勤
仏
像
台
座
蓮
弁
の
装
飾
文
様
」
　
（
『
美
術
研
究
』
　
二
八

三
号
　
昭
和
四
十
八
年

町
汗
H
本
彫
刻
史
基
礎
資
料
集
成
』
　
平
安
時
代
造
像
銘
記
篇
一
昭
和
四
十
一
年
　
中
央

公
論
美
術
出
版

（
4
）
　
山
崎
昭
二
郎
「
彩
色
装
飾
」
　
（
『
平
等
院
大
観
』
第
一
巻
「
建
築
」
所
収
）
　
平
成
十
年
　
岩

波
書
店

（
5
）
　
栗
円
美
由
紀
「
宝
相
華
迦
陵
頻
伽
蒔
絵
冊
子
箱
の
文
様
に
つ
い
て
」
平
成
十
四
年
　
美
術

史
学
会
第
五
五
回
全
国
大
会

（
6
）
伊
東
卓
治
「
初
層
天
井
板
の
落
書
」
　
（
『
醍
醐
寺
五
重
塔
の
壁
画
』
所
収
）
　
昭
和
三
十
四
年

吉
川
弘
文
館

57

（
付
記
）
　
本
稿
は
　
『
醍
醐
寺
大
観
』
　
第
一
巻
建
築
・
彫
刻
・
工
芸
　
（
二
〇
〇
二
年
一
〇
月

岩
波
書
店
）
　
五
重
塔
の
　
「
五
重
塔
建
築
彩
色
」
解
説
で
あ
る
。
一
▲
〇
〇
一
年
夏
に
五
重
塔

内
の
建
築
彩
色
の
調
査
に
あ
た
っ
て
、
各
方
位
、
各
部
材
毎
の
詳
細
な
資
料
を
得
た
の
で

あ
る
が
、
紙
面
の
都
合
で
割
愛
さ
れ
た
。
調
査
に
は
神
戸
大
学
文
化
学
研
究
科
助
手
木
村

展
予
及
び
大
学
院
文
学
研
究
科
入
江
多
美
が
同
行
し
、
資
料
整
理
に
あ
た
っ
た
。
以
下
の

資
料
は
入
江
多
美
が
作
成
し
た
っ


